
平成１５年度連携排砂計画(案)について

第１５回黒部川ダム排砂評価委員会

資 料－１



連 携 排 砂 実 施 計 画 
排     砂 通     砂 

項     目 
出し平ダム 宇奈月ダム 出し平ダム 宇奈月ダム 

（１）時期 ・６月～８月でダム流入量が、出し平ダムで 300m3/s、
宇奈月ダムで400m3/sのいずれかを上回る最初の出洪
水時に実施。 
・但し、上記期間のうち、融雪や梅雨等により流量の大
きい時期に限り、出し平ダム流入量が 250m3/s に達し
た場合においても実施する。なお、自然流下中の流入
量が 130m3/s を下回った場合は中止する。 

・６月～８月で排砂後のダム流入量が、出し平ダムで
480m3/s、宇奈月ダムで 650m3/s のいずれかを上回る
出洪水時にその都度実施。 

（２）排砂量 ・貯水池内の一定の堆砂形状をできるだけ維持するた
め、それ以上に堆積した土砂。 

・自然の出洪水流を排砂ゲートを用いてその都度流下
させる。 

（３）方法 ・自然流下方式 ・同左 

（４）時間 
 

・貯水池内の一定の堆砂形状をできるだけ維持するた
め、それ以上に堆積した土砂の排出に必要な自然流下
時間。 

・宇奈月ダム自然流下時間
内に完了 

・自然流下時間１２時間 

（５）排砂・通砂前の 
   措置 

・出洪水の初期（ダム水位
が高い）段階から排砂ゲ
ートを開ける運用とす
る。 

・出洪水の調節の後期（ダ
ム水位が高い）段階から
水位低下操作運用とす
る。 

・同左 

（６）排砂・通砂後の 
   措置 

・排砂後２４時間は原則と
して発電取水を停止し、
ダム流入量をそのまま
放流する。 

・排砂後２４時間はダム流
入量をダムおよび宇奈
月発電所から放流する。 

・通砂後１２時間は、ダム流入量をダムおよび下流発
電所から放流する。 

【特記事項】 
 １．上記の排砂条件を満足する出洪水の発生がない場合を想定して、土砂変質の進行を抑制するため、その方法について協議していくこと 
   とする。 
 ２．大規模な土砂の流入等、不測の事態が発生した場合、また発生が予想される場合については、その対応について適宜協議していくこと 
   とする。 
 ３．連携排砂の実施方法については、連携排砂実施による知見の集積に伴い、必要に応じて改善していくものとする。 



平成 14年度連携排砂計画 

排     砂 通     砂 
項     目 

出し平ダム 宇奈月ダム 出し平ダム 宇奈月ダム 

（１）時期 ・６月～８月でダム流入量が、出し平ダムで 300m3/s、
宇奈月ダムで400m3/sのいずれかを上回る最初の出洪
水時に実施。 
・但し、上記期間のうち、融雪や梅雨等により流量の大
きい時期に限り、出し平ダム流入量が 250m3/s に達し
た場合においても実施する。なお、自然流下中の流入
量が 130m3/s を下回った場合は中止する。 

・６月～８月で排砂後のダム流入量が、出し平ダムで
480m3/s、宇奈月ダムで 650m3/s のいずれかを上回る
出洪水時にその都度実施。 

（２）排砂量 ・目標排砂量約８万 m3 ・目標排砂量０ ・自然の出洪水流を排砂ゲートを用いてその都度流下
させる。 

（３）方法 ・自然流下方式 ・同左 

（４）時間 
 

・宇奈月ダム自然流下内に
完了（自然流下時間 
    最低１２時間） 

・自然流下時間 
     最低１２時間 

・宇奈月ダム自然流下時間
内に完了 

・自然流下時間１２時間 

（５）排砂・通砂前の 
   措置 

・出洪水の初期（ダム水位
が高い）段階から排砂ゲ
ートを開ける運用とす
る。 

・出洪水の調節の後期（ダ
ム水位が高い）段階から
水位低下操作運用とす
る。 

・同左 

（６）排砂・通砂後の 
   措置 

・排砂後２４時間は原則と
して発電取水を停止し、
ダム流入量をそのまま
放流する。 

・排砂後２４時間はダム流
入量をダムおよび宇奈
月発電所から放流する。 

・通砂後１２時間は、ダム流入量をダムおよび下流発
電所から放流する。 

【特記事項】 
１．大規模な土砂の流入等、不測の事態が発生した場合、また発生が予想される場合については、その対応について適宜協議していくこと
とする。 
２．上記の排砂条件を満足する出洪水の発生がない場合を想定して、土砂変質の進行を抑制するため、その方法について協議していくこと
とする。 



平成 15年度連携排砂計画（案） 
排     砂 通     砂 

項     目 
出し平ダム 宇奈月ダム 出し平ダム 宇奈月ダム 

（１）時期 ・６月～８月でダム流入量が、出し平ダムで 300m3/s、
宇奈月ダムで400m3/sのいずれかを上回る最初の出洪
水時に実施。 
・但し、上記期間のうち、融雪や梅雨等により流量の大
きい時期に限り、出し平ダム流入量が 250m3/s に達し
た場合においても実施する。なお、自然流下中の流入
量が 130m3/s を下回った場合は中止する。 

・６月～８月で排砂後のダム流入量が、出し平ダムで
480m3/s、宇奈月ダムで 650m3/s のいずれかを上回る
出洪水時にその都度実施。 

（２）排砂量 ・目標排砂量約８万 m3 ・目標排砂量０ ・自然の出洪水流を排砂ゲートを用いてその都度流下
させる。 

（３）方法 ・自然流下方式 ・同左 

（４）時間 
 

・宇奈月ダム自然流下内に
完了（自然流下時間 
    最低１２時間） 

・自然流下時間 
     最低１２時間 

・宇奈月ダム自然流下時間
内に完了 

・自然流下時間１２時間 

（５）排砂・通砂前の 
   措置 

・出洪水の初期（ダム水位
が高い）段階から排砂ゲ
ートを開ける運用とす
る。 

・出洪水の調節の後期（ダ
ム水位が高い）段階から
水位低下操作運用とす
る。 

・同左 

（６）排砂・通砂後の 
   措置 

・排砂後２４時間は原則と
して発電取水を停止し、
ダム流入量をそのまま
放流する。 

・排砂後２４時間はダム流
入量をダムおよび宇奈
月発電所から放流する。 

・通砂後１２時間は、ダム流入量をダムおよび下流発
電所から放流する。 

（７）土砂変質進行抑 
制策 

・７月３１日までに上記の排砂条件を満足する出洪水の発生がない場合は、８月１日から３１日までの間で、黒
部川流域内に降雨が確認された時に土砂変質進行抑制策を実施することとし、流域内に降雨が確認されない場
合は８月末に土砂変質進行抑制策を実施する。なお、土砂変質進行抑制策の実施後、８月末までに排砂・通砂
条件を満足する出洪水が発生した場合は、連携排砂・通砂を実施する。 

【特記事項】 
１．大規模な土砂の流入等、不測の事態が発生した場合、また発生が予想される場合については、その対応について適宜協議していくこと
とする。 



平成１５年度連携排砂における出し平ダム目標排砂量
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ダムからの距離［ｍ］

平成１５年度連携排砂における宇奈月ダム予測堆砂形状
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平成１５年度連携排砂におけるＳＳ値の予測
（単位：mg/l、上段は実績値、下段（ ）は予測値）

排砂量（万ｍ３） 河　　　　川　　　　域 海　　　　　　域

出し平ダム 宇奈月ダム 出し平ダム直下 宇奈月ダム直下 下黒部橋 Ｃ点 Ａ点

最大 （30,000～70,000） （4,000～10,000） （2,000～4,000） （340～800） （50～110）

平均 （8,000～18,000） （1,000～2,000） （400～1,000） （150～340） （25～60）

最大 （20,000～50,000） （2,000～5,000） （1,000～3,000） （260～600） （40～100）

平均 （8,000～18,000） （500～1,000） （500～1,000） （170～420） （30～70）
22,000 5,400 2,800 290 68

(30,000～80,000） （4,000～11,000） （2,000～6,000） （450～1,000） （50～150）
7,800 1,400 940 170 27

（4,000～9,000） （1,000～3,000） （1,000～3,000） （200～500） （30～80）
未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

（40,000～90,000） （2,000～7,000） （2,000～5,000） （250～700） （40～100）
未実施 未実施 未実施 未実施 未実施
（6,000～13,000） （1,000～2,000） （1,000～2,000） （150～400） （20～60）
90,000 2,500 1,500 710 40

(50,000～120,000) (8,000～18,000) (3,000～8,000) (1,000～3,000) (50～200)
15,000 940 820 520 17

(13,000～31,000) (2,000～6,000) (1,000～3,000) (200～500) (20～100)
29,000 3,700 2,200 750 52

(33,000～80,000) (3,000～8,000) (2,000～6,000) (1,000～2,000) (100～250)
6,700 1,300 950 530 27

(10,000～25,000) (1,000～2,000) (1,000～2,000) (200～500) (30～100)
未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

(40,000～120,000) (4,000～12,000) (1,000～4,000) (200～1,000) (50～200)
未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

(10,000～30,000) (1,000～3,000) (500～2,000) (100～500) (10～100)
未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

(30,000～90,000) (3,000～10,000) (1,000～4,000) (200～1,000) (50～200)
未実施 未実施 未実施 未実施 未実施

(10,000～30,000) (1,000～3,000) (500～2,000) (100～500) (10～100)
161,000 25,700 3,220 4

(100,000～150,000) (30,000～80,000) (5,000～12,000) (200～1,500)
36,000 8,200 1,020 2

(15,000～24,000) (5,000～11,000) (500～1,700) (50～200)
未実施 未実施 未実施 未実施

(30,000～90,000) (5,000～15,000) (300～2,000) (50～200)
未実施 未実施 未実施 未実施
(5,000～22,000) (1,000～3,000) (100～300) (10～100)
44,700 6,750 960 27

(20,000～70,000) (2,000～6,000) (300～1,000) (20～100)
12,000 2,800 200 16
(4,000～20,000) (1,000～3,000) (100～300) (10～100)
93,200 4,330 3,550 24

(40,000～90,000) (15,000～25,000) (3,000～5,500) (100～250)
10,000 2,200 1,200 10

(10,000～20,000) (3,000～6,000) (600～1,100) (50～100)
海域における平均ＳＳ値の実績（Ｈ９，１０，１１）は、全観測データの平均値である。
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Ｈ１５年度 土砂変質進行抑制策（案）について

１．排砂ゲートから80m３/ｓ程度以上の放流により、堆砂面
１．洪水期制限水位EL.242mから、排砂ゲートの操作水位 　　上に水の流れを作り、酸素を多く含んだ水を８時間程度
　　EL.235mまで、宇奈月P/S発電及び常用洪水吐ゲートに 　　供給することで、土砂変質進行を抑制する。
　　より放流し、貯水位を低下させる。 ２．排砂ゲートからの放流水の濁りを緩和する措置として、

２．排砂ゲートから80m３/ｓ程度以上の放流により、堆砂面 　　通常の運用水位から貯水位EL.325mまでのダム貯水池
　　上に水の流れを作り、酸素を多く含んだ水を８時間程度 　　の水を洪水吐きゲートより放流する。
　　供給することで、土砂変質進行を抑制する。
３．排砂ゲートからの放流水の濁りを緩和する措置として、
　　貯水位EL.235mより下位のダム貯水池の水を洪水吐ゲ
　　ートより放流する。

排砂ゲートからの放流により

堆砂面上に水の流れを作り

E.L.325mまで洪水吐きゲートにより放流し、

下流の濁りを緩和する。

EL.235mより下位の貯水池の水を、常用洪水

吐ゲート及び水位低下用ゲートにより放流し、

下流の濁りを緩和する。

　平成１５年度連携排砂が７月末までに実施できなかった場合、８月１日以降で降雨のある時に、出し平ダ
ム、宇奈月ダムの土砂変質進行抑制策を下記の方法にて実施することとします。

出し平ダム

宇奈月ダム

宇奈月ＰＳ

E.L.242m

水位低下用ゲート 堆砂面上に水の流れを作り、酸
素を多く含んだ水を供給するこ
とで土砂変質進行を抑制する。

宇奈月ダム

出し平ダム

通常の運用水位

E.L.325m

Ｐ

常用洪水吐きゲート

排砂ゲート

洪水吐きゲート

排砂ゲート

80m3/s程度以上

80m3/s
程度以上

E.L.235m



平成１５年度 排砂・通砂時の実施連絡体制

連携排砂連絡調整本部 連携排砂実施機関
（国土交通省 ・ 関西電力㈱））（

(本部長)
国土交通省北陸地方整備局 連携排砂実施責任者

黒部工事事務所長 黒部工事事務所長

(本部員)
富山森林管理署 治山課長
富山県生活環境部 環境保全課長 連携排砂実施副責任者
富山県農林水産部 水産漁港課長 関西電力㈱北陸支社長
富山県土木部 河川課長
黒部市 建設課長 連絡・調整
宇奈月町 建設課長
入善町 建設課長
朝日町 建設課長

出し平ダム 宇奈月ダム
※各本部員(代理を含む)は、必要に応じ 排砂実施責任者 排砂実施責任者
て本部(宇奈月ダム管理所)に駐在し、 北陸支社長 黒部工事事務所長
連絡・調整のとれる体制とする。

連絡・調整
排砂実施副責任者 排砂実施副責任者
副支社長 副所長（技術）

土砂管理課長土木建築グループチーフマネジャー
連絡

） 技術班 事務班 事務班 事務班 技術班黒部川土砂管理協議会（各委員

連絡

（ ）黒部川ダム排砂評価委員会 各委員




